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1.研究の背景と目的

近年、経済社会の成熟化と共に、生活空間の質をいかに高めていくかが重要な課題

となっている O そして地域の歴史や文化、風土に根ざした美しい街並みや良好な景観

に対する人々の意識も高まり、 2004年に「景観法」が施行された。

本研究の対象地である新潟県佐渡市は 2010年 4月 1日より市全域を対象として、景

観法に基づく「佐渡市景観計画」を策定した。その中で国中平野南部における屋敷林

が構成する景観は、佐渡の代表的な景観のーっとして位置づけられ守り生かすべきも

のとして捉えられている 1)。

また佐渡市は景観計画と並行して鉱山遺跡「佐渡金銀山」の世界遺産登録に向けて

調査に取り組んでいる。登録に向けては遺跡周辺の景観を、遺跡資産を形成する基盤

をなす文化的な景観として位置づけ、包括的な保全対策の検討が求められている 2)。

しかしながら本研究の対象地である国中平野南部の屋敷林及び社寺林で構成される

集落景観に対する詳細な調査はなされておらず、具体的な保全策も依然検討中である O

さらには対象地の屋敷林及び社寺林を構成する主な樹種はスギであり、季節風や台風

などの強風による倒木、または倒木による社殿・家屋の破壊を防ぐために予め伐採さ

れている。その後、屋敷林においては更新がなされない、また社寺林においては落葉

樹で更新を行うなど、今後の対象地における集落景観は変容する可能性が考えられる。

以上のような背景から、対象地における屋敷林及び社寺林で構成される景観が良好

な状態で保全され、美しい佐渡の風景の創造に資する景観計画が展開されることが望

まれる。そこで本研究の目的は、対象地おける屋敷林及び社寺林を活用した景観計画

が展開されていくための指標を得ることとする。

2.研究の課題

農村での景観整備を検討する際には景観保全と新たな景観の創出の 2つの側面があ

り、まず保全すべき景観の評価を的確に行う必要がある 3)。次に、景観の保全は地域に

おける当事者の意欲なしにはあり得ないが、それだけでは不十分であり、これらを担

保する制度が必要である 4)。また、実際に景観をコントールする際には、具体的なスケ

ールとして集落レベルで検討する必要がある。そして対象地の屋敷林及び社寺林には

人為的な影響が加えられ、今後、対象地における景観の保全を考える上では住民意向

が大きく影響を及ぼすと考えられる 5)。

以上のことより本研究の目的を達成するに当たり、以下の課題を設定した

①未だ明らかにされていない対象地における屋敷林及び社寺林の配置状況及び形態を

明らかにする。

②対象地の屋敷林及び社寺林に対する住民の認識を把握する。
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3.対象地の概要

対象地は新潟県佐渡市の中央に位置する国中平野の南西部を選定した 。ここは佐

渡市の代表的な景観の一つで大佐渡山脈や小佐渡山脈などの遠景や、住民が「イグネ」

と呼ぶ屋敷林・集落林の点在する集落景観が特徴である。また、長谷寺・日枝神社な

ど歴史ある社寺が多くみられ社寺景観としても特徴ある地区である 6)。対象地を含む佐

渡市は新潟本土と比べ風が強く、台風や、特に冬季の北西からの季節風が特徴的であ

る7)。この地域の屋敷林及び社寺林の機能として防風・用材林などの機能を持っていた。

4.研究の方法

(1)対象地における屋敷林及び社寺林の配置パターンと形態の把握

対象地域における集落の立地状況の分類、屋敷林及び社寺林の形態について、現地

調査により定性的に把握する O その後、法令区域など視覚では捉えられない情報を可

視化し、重ね合わせなどの分析で比較的容易に対象地全域を捉えられる地理情報シス

テム (GeographicInformation System: GIS)8)を使用する。使用するデータは、各官公

がホームページ上で公開している既存の GISデー夕、IKONOS衛星画像、及び 1/10，000

の都市計画関を用いる。衛星調像については 2002年 3月 16IJ撮影の衛星画像(解像度

1m)をリモートセンシング用のデータとして使用した O 以上のデータを ArcGIS上で利

用する為に必要に応じて処理を行う。

以上のソフト及びデータを用い対象地における屋敷林及び社寺林を抽出し、定量的

に把握する O その後、立地特性及び配置パターンの分析を行う。

( 2)屋敷林及び社寺林に対する住民の認識の把握

対象地における屋敷林及び社寺林に対する住民の認識と評価をアンケート調査によ

り把握する。具体的な方法は、訪問面接法及び地図指摘法を行う。訪問面接法には回

収率が高く、回答の信頼性が高いという利点があり 9)採用した O また、地図指摘法は地

図情報を手掛かりに回答してもらうため、記述漏れを防ぐことが出来る 10)ことから採

用した。

5.結果

現在までに現地調査を通して、対象地内の各集落の立地状況の分類を行い、 2つのタ

イプに分類した(図-1，2)。各集落の分類を(表-1)にまとめた。また、景観要素として

の各集落の屋敷林及び社寺林を 3つのタイプに分類し、それぞれの管理主体を明らか

にした(表-2)。

次に衛星画像を用い正規化植生指数 (NDVI)を算出し、屋敷林を抽出した。抽出し

た個々の屋敷林の重心点を求めた(図-3)。
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低地型集落(新穂皆川|集落)図-2

景観構成要素別の管理主体

景観構成要素 管長型主体

屋敷林 iIItl々 の屋敷の住人が管理

社寺林 集予客Fi'.{守でのよ道'王望

複数の樹林が連担し 連指する屋敷または社、?林

帯状に見える樹林帯 の持ち主が管理主

表-2集落の立地分類

立地分類 集落名

台地型集落 金丸・新穂皆川

低地型集落 峡国・三宮・竹田・

宮川・寺田・目黒

町・新穂船下・新穂

武井・新穂長畝・新

穂青木・新穂大野・

新穂瓜生屋・粟野

江・坊ヶ浦

表一1

。JSI

-26一



6.今後の予定

GIS及びリモートセンシングで抽出した屋敷林及び社寺林の重心点を用い、点、パター

ン分析をおこなう。それにより対象地における屋敷林及び社寺林の配置、形態パター

ンを明らかにする。

また、住民の認識と評価を把握する為にアンケート調査を行う。調査の対象者は屋

敷林及び社寺林の管理主体である O
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